
令和元年秋期富岡西・能見台地区推進連絡会 

１ 日時 
  令和元年 10月 30日（水） １３：３０～１５：００ 
 
２ 場所 
  サウスヒル集会場 
 
３ 参加者 
  （地域側）自治会町内会長           ５名 
  （支援チーム、その他行政側） 
       区役所              １１名 
       区社会福祉協議会、地域ケアプラザ  ３名 
４ 議事 
（１）開会のあいさつ 
   富岡西・能見台地区町内会連合会 会長 松原 喜一郎氏 
 
（２）出席者紹介 
 
（３）住み慣れた地域でいつまでも元気に暮らし続けるために 
   金沢区長 國原 章弘 
 
（４）意見交換 
 （区役所） 
  ○区地域福祉保健計画・地区別計画について 
  ○前回の質問への回答について 
  ○意見交換テーマ：自治会活性化のためにどんなことをやっているか 
           役員のなり手不足に対してどのような努力をしているか 
           若い世帯を取り込むためにはどんな工夫が必要か 
 （地域意見） 

・高齢化に伴い、認知症の家族を介護している高齢者も多い。地域ケアプラザ

に相談し、介護サービスを利用し助かっている。自治会町内会全体が高齢化

している。 
・防災に力を入れている。先月の台風・大雨災害の時、浸水して地域ケアプラ

ザに一時避難した。避難場所が分かりやすいハザードマップがあるとよい。 
・役員のなり手がなく、現役世代がいないと活動が制限される。 
・民生委員・児童委員のなり手もなく、欠員状態。年齢制限がネックになるこ

ともある。 
・公園整備について、公園愛護会から草刈りを自治会町内会にお任せしたいと



           
 

依頼があった。担い手の限界もある中、どのように対応していくか。 
（区役所） 
・本市は、他都市に先行して地域ケアプラザを設置し、地域の身近な福祉の相

談窓口として役割を果たしている。地域ケアプラザを活用してほしい。 
・土砂災害時の避難所が区内５か所あり、対象世帯には個別に案内をポスティ

ングしているが、対象外世帯も多く避難して来られた現状がある。区として

今後の検討課題と認識している。ソフト面での対策も必要。 
・役員のなり手不足に対して他地区や他区の例として、おやじの会の延長線上

で声をかける、楽しめる行事に誘いその後声をかける、転居転入時に説明し

て協力してもらう、防災活動を切り口にする等情報提供した。 
・民生委員・児童委員の年齢制限について、他都市では一部緩和しているとこ

ろはある、区から市へ意見は挙げていきたい。 
・公園は地域の皆の庭と思ってほしい。様々な機会を捉えて地域の協力を得ら

れるとよい。土木事務所が公園で地域向けに焼き芋パーティーを行っている

例を紹介。 
 
（５）その他 
   特になし 
 
（６）閉会のあいさつ 
   能見台サウスヒル自治会 会長 塙 崇史氏 
 
 
 


